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吉田 茂雄 教授
佐賀大学 
海洋エネルギー研究所

浮体設計 全１５回 （週１回９０分）　受講料７３,０００円

浮体の波浪中応答解析法の基礎理論を理解するとともに、

実際の問題に対する解析能力を身に付ける。 前期開講の浮

体設計では、 主にポテンシャル理論により浮体の応答関数を

求めるところまでを主な範囲とする。

（前期に浮体設計、 後期に支持構造物について実施予定）

宇都宮 智昭 教授
九州大学
工学研究院

洋上風車工学 全１５回 （週１回９０分）　受講料７３,０００円

前期開講　（４月～７月）

受講条件 ： 流体力学 / 流体工学、 振動工学を理解しているこ

とが望ましい。 課題では、 MS Excelを使用する。

目　　　標 ： 風車の設計 ・解析に関する基礎的な知識を習得す

る。

洋上風力エネルギー、 ならびに、 それらの利用技術に関して、

エネルギー変換の基本原理、 解析法、 機器設計、 評価法など

を身に付ける。

前期開講　（４月～７月）

受講条件 ： 流体力学、 振動工学、 複素関数論に関する基礎

的事項を理解していることが望ましい。 　

目　　　標 ： 浮体の波浪中応答解析法の基礎理論を理解する

とともに、 実際の問題に対する解析能力を身に付

ける。

特別講義

株式会社日立製作所 ・

合同会社風力発電機研究所



洋上風力入門

特別講義

東芝エネルギーシステムズ株式会社／丸紅洋上風力開発株式会社
ひびきウインドエナジー株式会社／ Ramboll Japan 株式会社

サイト条件評価、 風車工学、 支持構造物 ・ 浮体設計、 環境 ・

経済評価の各々のエッセンスを入門的に学ぶ。

後期開講　（10 月～ 11 月）

受講条件 ： 特になし。 　

目　　　標 ： 洋上風力発電に関する全体像を理解するとともに、

今後さらに学習を深める上での動機付けをおこなう。

全８回 （週１回９０分）　受講料４３,０００円

宇都宮 智昭 教授
九州大学
工学研究院

吉田 茂雄 教授
佐賀大学 
海洋エネルギー研究所

内田 孝紀 教授
九州大学
応用力学研究所

胡 長洪 教授
九州大学 
応用力学研究所

牛房 義明 教授
北九州市立大学 
経済学部

早渕 百合子 准教授
九州大学
芸術工学研究院

事業性評価 全８回 （週１回９０分）　受講料４３,０００円

洋上風力発電事業は経済、 社会 （地域）、 環境に配慮する必

要がある。 そのために必要な環境評価、 経済評価の手法を

身に付ける。

竹内 彩乃  准教授
東邦大学
理学部

早渕 百合子 准教授
九州大学 
芸術工学研究院

後期開講　（10 月～ 11 月）

受講条件 ： 特になし。 工学系の受講者が主であることを想定

して授業を実施する。

目　　　標 ： 温室効果ガス排出算定法、 経済性、環境影響評価、

社会的受容などの基礎と応用を理解する。

牛房 義明 教授
北九州市立大学
経済学部

内田 孝紀 教授
九州大学
応用力学研究所

胡 長洪 教授
九州大学 
応用力学研究所

山形 幸彦 准教授 
九州大学
総合理工学研究院

特別講義

東芝エネルギーシステムズ株式会社／日本気象株式会社
西日本技術開発株式会社／カナデビア株式会社
株式会社ユーラスエナジーホールディングス /
ENEOS リニューアブル・エナジー株式会社

後期開講　（10 月～ 1 月）

受講条件 ： 流体力学に関する基礎的事項を理解していること

が望ましい。 　

目      標 ： サイト条件評価の基礎知識を理解するとともに、

実際の問題に対する解析能力を身に付ける。 

サイト条件評価 全１５回 （週１回９０分）　受講料７３,０００円

日本の気象 ・ 海象に対応した観測やシミュレーション手法、

風車配置最適化手法を学ぶことにより、 対象区域の発電量

ポテンシャルを導く方法論を身に付ける。

支持構造物 全１５回 （週１回９０分）　受講料７３,０００円

宇都宮 智昭 教授
九州大学
工学研究院

特別講義

関西設計株式会社／カナデビア株式会社

後期開講　（10 月～ 1 月）

受講条件 ： 前期に開講する 「浮体設計」 を受講済みであるこ

とが望ましい。

目　　　標 ： 浮体の波浪中応答解析法の基礎理論を理解すると

ともに風車支持構造物としての浮体 ・ 係留系の解

析能力を身に付ける。 

浮体の波浪中応答解析法の基礎理論を理解するとともに、

実際の問題に対する解析能力を身に付ける。 後期開講の支

持構造物においては、 周波数領域 ・ 時間領域それぞれでの

応答解析法とともに、 風車支持構造物としての風車 ・ 浮体

・ 係留連成系としての時刻歴応答解析についても扱う。

（前期に浮体設計、 後期に支持構造物について実施予定）

特別講義

NIRAS

　洋上風力研究教育センター （RECOW） では、 洋上

風力に関わる計画、 設置、 運営、 維持及び撤去の一

連のプロジェクトフェーズに必須となるエンジニアリング

の専門知識 ・ 能力を培うことができる人材育成プログ

ラムとして、 洋上風力発電人材育成講座を構築してい

ます。

　当講座は九州大学、 佐賀大学、 北九州市立大学が大

学院生 ・ 大学生向けに実施している洋上風力発電に係

る講義をベースに、 洋上風力産学官連携コンソーシア

ム等の協力を得ながら構築を進めています。

洋　上　風　力　発　電　 人　材　育　成　講　座

洋上風車工学

浮体設計 支持構造物

事業性評価

洋上風力入門

サイト条件評価

前期開講 後期開講

申し込みについて

２０２５年度前期の申し込み開始は２０２５年３月頃を

予定しています。申し込み開始時期に洋上風力研究

教育センターホームページにてご確認ください。各講

座の詳細情報もホームぺージにて確認いただけます。

受講は Web 講義形式です。

（講義後に録画動画も視聴が可能です。）

学部レベル　 大学院レベル　

�������������������������������
�


